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【６月補正予算（案）の概要】

伸率 R5.6補正後
千円 千円 千円 ％

11,664,195 221,660 11,885,855 ▲ 2.1 12,135,201

介護保険
特別会計
（事業勘定）

2,955,000 4,505 2,959,505 2.5 2,888,457

国民健康保険特
別会計（事業勘
定）

2,185,800 1,529 2,187,329 ▲ 0.3 2,194,000

国民健康保険特
別会計（直診勘
定）

84,700 0 84,700 ▲ 1.8 86,245

後期高齢者医療
特別会計

390,590 ▲ 534 390,056 6.4 366,600

特別会計合計 5,616,090 5,500 5,621,590 1.6 5,535,302

水道事業会計 1,195,083 4,975 1,200,058 ▲ 0.3 1,203,499

下水道事業会計 2,056,386 ▲ 4,374 2,052,012 27.4 1,610,160

公営企業会計
合計

3,251,469 601 3,252,070 15.6 2,813,659

20,531,754 227,761 20,759,515 1.3 20,484,162

令和６年度与謝野町６月補正予算（案）の概要

◆一般会計

  定額減税調整給付金事業、物価高騰対策生活者支援事業の実施。
　地域協働推進事業、地域内公共交通確保維持事業、放課後児童健全育成事業、農地保
全推進事業、農業生産支援事業の拡充等の予算を計上するもの。

◆特別会計等

　人件費や事務費の増（介護特会、国保特会・事業勘定）、宮津市との緊急連絡水道管
工事の計画変更に伴う工事費の増（水道事業会計）等の予算を計上するもの。

対前年度比

合計

※水道事業会計、下水道事業会計の予算額は収益的支出と資本的支出の合計。

※下水道事業会計のR5.6補正後金額は下水道特別会計と農業集落排水特別会計の予算額合計。

会　　計 補正前予算額 補正予算額 補正後予算額

一般会計

特別
会計

公営企
業会計
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【歳　入】 （単位：千円）

補正前額 今回補正額 補正後額 説明

1 町税 1,854,790 ▲ 75,400 1,779,390 定額減税に伴う町民税所得割の減額 ▲75,400

2 地方譲与税 82,147 0 82,147

3 利子割交付金 726 0 726

4 配当割交付金 17,638 0 17,638

5
株式等譲渡所得割交
付金

18,205 0 18,205

6 法人事業税交付金 35,348 0 35,348

7 地方消費税交付金 473,337 0 473,337

8 環境性能割交付金 14,886 0 14,886

9 地方特例交付金 11,617 75,400 87,017 定額減税に伴う定額減税減収補塡特例交付金の追加 75,400

10 地方交付税 5,570,000 0 5,570,000

11
交通安全対策特別交
付金

1,400 0 1,400

12 分担金及び負担金 52,432 ▲ 12,386 40,046 給食センター施設整備負担金の皆減 ▲12,386

13 使用料及び手数料 292,831 2,454 295,285 野田川衛生プラント施設使用料の増額 1,854 など

14 国庫支出金 1,054,068 263,184 1,317,252

定額減税調整給付金事業費補助金の追加 130,000
住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業費補助金の追加 
110,500 
過疎地域持続的発展支援事業交付金の追加 20,000 など

15 府支出金 826,524 14,752 841,276

京都府地域モビリティサービス実証支援費補助金の追加 4,722　
スマート農林業実装チャレンジ事業補助金の追加　5,241   
経営発展支援事業費補助金の追加 3,750
など

16 財産収入 13,703 0 13,703

17 寄附金 100,130 0 100,130

18 繰入金 590,486 13,000 603,486 財政調整基金繰入金の増額13,000

19 繰越金 5,000 0 5,000

20 諸収入 217,527 5,256 222,783
自治宝くじ助成金の追加 6,100
高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業費補助金の減額 ▲964　
など

21 地方債 431,400 ▲ 64,600 366,800 給食センター整備事業債の皆減 ▲64,300　など

11,664,195 221,660 11,885,855

令和６年度一般会計歳入歳出補正予算【６月補正：第２号】

款

合計
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【歳　出】 （単位：千円）

補正前額 今回補正額 補正後額 説明

1 議会費 113,642 1,320 114,962

2 総務費 1,317,021 185,304 1,502,325

地域協働推進事業の増額 6,176
地域内公共交通確保維持事業の増額 6,009
定額減税調整給付金事業の追加 134,815
職員人件費の増額 37,054　など

3 民生費 3,704,350 88,791 3,793,141
物価高騰対策生活者支援事業の追加 113,912
放課後児童健全育成事業の増額 3,549
職員人件費の減額 ▲31,686　など

4 衛生費 1,105,517 ▲ 627 1,104,890
保健衛生総務費一般経費の増額 7,321
職員人件費の減額 ▲7,948　

5 労働費 16,185 0 16,185

6 農林水産業費 469,803 33,530 503,333

農業生産支援事業の増額 10,500
農地保全推進事業の増額 20,000
有機物供給施設管理運営事業の増額 4,840
職員人件費の減額 ▲1,810　など

7 商工費 344,307 ▲ 435 343,872
商工総務費一般経費の増額 3,420
職員人件費の減額 ▲3,855　など

8 土木費 1,354,771 9,360 1,364,131
住宅等耐震化事業の増額 4,920
職員人件費の増額 4,220　など

9 消防費 578,657 1,071 579,728 職員人件費の増額 1,071

10 教育費 1,075,415 ▲ 18,236 1,057,179
中学校組合負担金の減額 ▲7,707
職員人件費の減額 ▲10,849

11 災害復旧費 0 0 0

12 公債費 1,472,465 0 1,472,465

13 諸支出金 19,695 0 19,695

14 予備費 92,367 ▲ 78,418 13,949

11,664,195 221,660 11,885,855

款

合計
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（単位：千円）

担当課 予算事業名 事業概要
R6.6

補正予算額
R6現計
予算額

補正後額
予算概要
資料番号

総務課 職員研修業務
派遣職員の派遣期間延長に伴う住宅貸借料の
増額

1,080 4,308 5,388

総務課 一般管理費一般経費
固定資産税課税処分取消請求事件の終結に伴
う弁護士謝礼（終結謝金）の増額

550 23,194 23,744

会計課 会計管理業務
公金運搬業務委託料の増額、会計年度任用職
員期末手当等の増額

2,621 17,515 20,136

企画財政
課

地域協働推進事業
コミュニティ補助金、与謝野駅周辺まちづく
り推進検討会議委員報償費等の増額

6,176 28,257 34,433 ①

企画財政
課

地域内公共交通確保
維持事業

予約型乗合交通運行事業の実施エリア拡大に
伴う増額等

6,009 20,485 26,494 ②

企画財政
課

京都丹後鉄道利用促
進対策事業

国費内示額の減額に伴う社会資本整備総合交
付金（公共交通）の減額等

▲ 2,401 84,209 81,808

住民税務
課

定額減税調整給付金
事業

定額減税調整給付金事業の実施に伴う予算の
追加

134,815 0 134,815 ③

福祉課
物価高騰対策生活者
支援事業

住民税非課税世帯及び均等割りのみ課税世帯
への物価高騰対策生活者支援給付金等の追加

113,912 0 113,912 ④

保健課
国民健康保険特別会
計繰出金

国民健康保険特別会計（事業勘定）の事務費
の増額に伴う、国民健康保険特別会計(事業勘
定)繰出金の増額

56 154,120 154,176

福祉課
社会福祉総務費一般
経費

令和５年度電力・ガス・食品等価格高騰緊急
支援給付金事務費補助金返還金

2,904 459 3,363

福祉課
障害者生活支援･社
会参加事業

自動車改造助成金の増額 100 7,347 7,447

福祉課 障害者相談支援事業
相談支援事業の過年度分消費税修正申告に伴
う延滞税相当額の補償金の追加

114 13,893 14,007

福祉課
介護保険特別会計繰
出金

介護保険特別会計・地域支援事業の増額に伴
う、介護保険特別会計繰出金の増額

876 434,241 435,117

保健課
後期高齢者医療特別
会計繰出金

人事異動による後期高齢者特別会計人件費の
減額に伴う後期高齢者医療特別会計繰出金の
減額

▲ 534 138,460 137,926

社会教育
課

放課後児童健全育成
事業

岩滝学童保育の待機児童解消に伴う放課後児
童健全育成事業委託料の増額等

3,549 70,130 73,679 ⑤

保健課
保健衛生総務費一般
経費

職員の休暇・休業等取得による代替職員の雇
用に伴う会計年度任用職員報酬等の増額

7,321 5,053 12,374

令和６年度与謝野町一般会計６月補正予算（案）主要事業の概要
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担当課 予算事業名 事業概要
R6.6

補正予算額
R6現計
予算額

補正後額
予算概要
資料番号

農林環境
課

よさの住環境改善省
エネ家電買換応援事
業

よさの住環境改善省エネ家電買換応援事業費
補助金の増額、会計年度任用職員報酬等の減
額

0 70,754 70,754 ⑥

農林環境
課

農業生産支援事業
京都府補助事業に伴う農林業振興事業費補助
金の増額（農業者の設備整備支援等）

10,500 4,919 15,419 ⑦

農林環境
課

農地保全推進事業
国庫補助事業に伴う農林業振興事業費補助金
の増額（与謝地域山村活性化協議会実施事業
への支援）

20,000 119,754 139,754 ⑧

農林環境
課

有機物供給施設管理
運営事業

有機物供給施設振動フルイ機の緊急修繕実施
に伴う修繕料の増額

4,840 54,100 58,940 ⑨

産業観光
課

商工総務費一般経費
職員の休暇・休業等取得による代替職員の雇
用に伴う会計年度任用職員報酬等の増額

3,420 267 3,687

建設課 除雪対策事業 除雪機械運転免許取得支援補助金の増額 100 54,616 54,716

上下水道
課

下水道事業会計補助
金

下水道事業会計での人事異動に伴う、児童手
当の増額に対する下水道事業会計補助金の増
額

120 657,000 657,120

建設課 住宅等耐震化事業
耐震診断調査委託料、木造住宅耐震改修事業
費補助金の増額

4,920 5,254 10,174 ⑩

学校教育
課

小学校管理運営事業
マイクロバス緊急修繕に伴う代替バスの自動
車借上料の増額

270 183,795 184,065

学校教育
課

中学校組合負担金
与謝野町宮津市中学校組合負担金の給食セン
ター整備事業分の減額

▲ 7,707 91,960 84,253

社会教育
課

図書館管理運営事業
子どもの読書活動優秀実践図書館文部科学大
臣表彰式出席に伴う費用弁償（旅費）の増額

50 32,501 32,551

人件費 職員人件費
令和６年度人事異動に伴う人件費の補正等
※定額減税調整給付金事業、物価高騰対策生活者支援事
業の時間外手当（合計1,100千円）は除く

▲ 13,583 - -

▲ 78,418 ▲ 78,418

221,660 -

予備費

補正額合計
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

17-18 担当課 企画財政課 補正予算要求額

6,176
国　費

府　費

分野 （分野7）住民が主人公となるまち その他 6,100 自治宝くじ助成金

基本政策 （基本施策1）多様な主体による協働のまちづくりの推進 起　債

分野 一　財 76
基本政策 補正後予算額 34,433

予算 款 総務費 項 総務管理費 目 地域振興費

R4 決算 R5 決算見込み R6 当初予算 R6 現計予算

28,416 31,345 28,257 28,257

中事業名
①対話と協働によるまちづくり推進事業
②与謝野駅周辺まちづくり計画事業

①　令和６年度６月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

・与謝野町コミュニティ助成事業補助金の交付
・与謝野駅周辺まちづくり計画の策定
（地域協働推進事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

（与謝野町コミュニティ助成事業補助金）
　一般財団法人自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業の助成金を財源と
して、与謝野町コミュニティ助成事業補助金を交付する。

（与謝野駅周辺まちづくり計画の策定）
令和７年度の与謝野駅１００周年に向けて動き出した地域団体等と協力・連携・協働
の取組を進めるため、地域・事業者・行政が共有するビジョン等を計画に取りまとめ
る。

補正予算で
追加する理由

（与謝野町コミュニティ助成事業補助金）
　補助金の採択決定が令和６年度になるため、採択された時点で予算計上する。

（与謝野駅周辺まちづくり計画の策定）
　計画策定にあたり、委員長と調整の結果、ワークショップの開催等の提案をいただ
いたため、報償費と旅費を追加する。

本事業の実施により
期待される
効果・成果

（与謝野町コミュニティ助成事業補助金）　
　コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備、安全な地域づくりと共生のまちづくり、地域文化
への支援や地域の国際化の推進及び活力ある地域づくり等に対して助成を行い、地域のコミュニティ活
動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するもの。

（与謝野駅周辺まちづくり計画の策定）
地域・事業者・行政が与謝野駅周辺の活性化のビジョンを共有することで、駅周辺における協働の取り
組みの推進が期待できる。

事業内容

①対話と協働によるまちづくり推進事業
　与謝野町コミュニティ助成事業補助金 今回補正額６，１００千円
  〇令和６年度の助成内容

  〇その他　全国水源の里連絡協議会会費　今回補正額２０千円

②与謝野駅周辺まちづくり計画事業
　与謝野駅周辺まちづくり計画の策定　今回補正額５６千円
  〇令和６年度の取組内容
　与謝野駅周辺まちづくり計画の策定と計画概要版の印刷・配布
　・与謝野駅周辺まちづくり計画検討委員会の開催…３回
　・与謝野駅周辺まちづくりワークショップの開催…３回　　
　・「与謝野駅周辺まちづくり計画　概要版」の印刷…２，０００部

【採択事業】一般コミュニティ助成事業
事業実施主体 助成決定額 事業内容
下山田区 2,500千円 複合機他コミュニティ活動備品の整備
明石区 2,500千円 エアコン他コミュニティ活動備品の整備

【採択事業】地域防災組織育成事業
事業実施主体 助成決定額 事業内容

滝区 1,100千円 小型動力消防ポンプの整備
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

17-18 担当課 企画財政課 補正予算要求額

6,009
国　費

府　費 4,722 京都府地域モビリティサービス実証支
援費補助金

分野 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち その他

基本政策 （基本施策3）快適で暮らしやすい生活環境づくり 起　債

分野 一　財 1,287
基本政策 補正後予算額 26,494

予算 款 総務費 項 総務管理費 目 地域交通対策費

R4 決算 R5 決算見込み R6 当初予算 R6 現計予算

0 17,249 20,485 20,485

中事業名 地域内公共交通確保維持事業

②　令和６年度６月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

予約型乗合交通の運行エリア拡大
（地域内公共交通確保維持事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

　与謝野町地域公共交通会議において、町営バス路線である奥滝線と加悦奥線を令和
６年１０月に廃止し、代替交通として与謝地区（旧与謝小学校区）と加悦地区（旧加
悦小学校区）に予約型乗合交通を導入することが承認された。

補正予算で
追加する理由

　予約型乗合交通の運行エリア拡大に伴い、配車予約システム構築、車両増車、乗降
場サイン設置等に係る経費が必要となるほか、運行主体である運営協議会の運行経費
に対し補助支援が必要となるため。

本事業の実施により
期待される
効果・成果

・町営バスから予約型乗合交通への置き換えにより乗降場所が増え、利用者の利便性
　が向上する。
・交通不便地域の住民が買い物や通院するための移動手段が確保できる。
・高齢者の外出機会の創出によりフレイル予防や健康寿命の延伸に寄与する。

事業内容

〇予約型乗合交通の運行 今回補正額３，４４６千円
　桑飼地域：桑飼地区支え合い交通運営協議会へ補助支援
　　　　　　（令和６年１０月から、与謝地域・加悦地域の運行も担う）
  【今回補正内容】運行エリア拡大に伴う、車両増車・乗降場サイン設置経費
　　　　　　　　　の増額、運営協議会への補助金増額

〇予約型乗合交通配車予約システムの運用　今回補正額４，６６４千円
　運行事業者の配車と、利用者の予約に使用するシステムの保守運用を
　SWAT Mobility Japan株式会社に委託
  【今回補正内容】運行エリア拡大に伴う、配車予約システム再構築経費の増額

〇町営バスの運行　今回補正額▲２，１０１千円
　奥滝線と加悦奥線の運行を丹後海陸交通株式会社に委託
　【今回補正内容】令和6年10月再編による下半期分運行委託料の減額
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(単位：千円)

区分 新規
予算書
ページ

19-20 担当課 住民税務課 補正予算要求額

134,815
国　費 134,815 定額減税調整給付金事業費補助金ほか

府　費

分野 （分野7）住民が主人公となるまち その他

基本政策 （基本施策3）未来を見据えた行財政運営 起　債

分野 一　財 0
基本政策 補正後予算額 134,815

予算 款 総務費 項 総務管理費 目 諸費

R4 決算 R5 決算見込み R6 当初予算 R6 現計予算

0 0 0 0

中事業名 定額減税調整給付金事業

③　令和６年度６月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

定額減税調整給付金の給付
（定額減税調整給付金事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

　国の経済をデフレに後戻りさせないための措置の一環として、令和６年度税制改正
において、令和６年分の所得税及び令和６年度分の個人住民税において定額減税が実
施されることとなり、「定額減税しきれないと見込まれる方」への給付（調整給付）
を町が実施する。

補正予算で
追加する理由

　国の総合経済対策に基づき市町村で取り組む事業であり、早期の予算化により年内
の給付を求められている。

本事業の実施により
期待される
効果・成果

　賃金上昇が物価高に追いついていない住民の負担が緩和される。

事業内容

定額減税調整給付金

◆対象者（給付対象者総数：約４，０００人）
　定額減税可能額が「令和６年分推計所得税額」（令和5年所得税額）又は「令和６年度分個
人住民税所得割額」を上回る（減税しきれない）と見込まれる者
　　定額減税可能額：所得税分　　　 ＝ ３万円×減税対象人数
　　　　　　　　　　住民税所得割額 ＝ １万円×減税対象人数
◆給付額
(1)+(2)の合算額（合算額を万円単位に切り上げる）
　(1) 所得税分定額減税可能額－令和６年分推計所得税額（令和５年分所得税額）
　　　 （ (1)＜0の場合は0 ）
　(2) 個人住民税所得割分減税可能額－令和６年度分個人住民税所得税額
　　　 （ (2)＜0の場合は0 ）

　・事業費（給付金）　１３０，０００千円
　・事務費　　　　　　　　４，８１５千円

【国費内訳】
　定額減税調整給付金事業費補助金　130,000千円　
　定額減税調整給付金事務費補助金 　　 4,815千円
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

21-22 担当課 福祉課 補正予算要求額

113,912
国　費 113,912
府　費

分野 （分野3）みんなが自分らしく幸せに生きるまち その他

基本政策
（基本施策3）誰もが安心していきいきと暮らし続けられ
る地域づくりの推進

起　債

分野 一　財 0
基本政策 補正後予算額 113,912

予算 款 民生費 項 社会福祉費 目 社会福祉総務費

R4 決算 R5 決算見込み R6 当初予算 R6 現計予算

0 246,229 0 0

中事業名 物価高騰対策生活者支援事業

④　令和６年度６月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

重点支援地方交付金の低所得支援
（物価高騰対策生活者支援事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

　「デフレ完全脱却のための総合経済対策」が令和５年１１月２日に閣議決定された
ことに伴い、低所得者支援枠が追加的拡大され、本町においても、令和６年度新たな
非課税世帯、新たな均等割のみ課税世帯を対象とした給付金支給事業を実施する必要
が生じたことによる。

補正予算で
追加する理由

　国の総合経済対策に基づき、令和６年度課税状況の確定後、早期に実施する必要が
あるため。

本事業の実施により
期待される
効果・成果

　非課税世帯、均等割のみ課税世帯と思われる世帯を対象に１００千円の給付金を支
給（１８歳以下の子どものある世帯については、子ども１人につき５０千円の加算）
することにより、物価高騰による生活の厳しさを軽減する。

事業内容

　物価高騰による影響をより受けている住民税均等割非課税世帯及び均等割のみ課税
世帯（いずれも、令和６年度分の個人住民税において、新たに非課税、新たに均等割
のみ課税世帯となった方のみで構成されることとなった世帯）に対して、１世帯あた
り１００千円を支給する。
　１８歳以下の子どものある世帯については、子ども加算として、子ども１人つき５
０千円加算して支給する。

　〇給付金　　１１０，５００千円
　　・住民税非課税世帯：４８，０００千円（１００千円×４８０世帯）
　　・住民税均等割のみ課税世帯分：４８，０００千円（１００千円×４８０世帯）
　　・子ども加算分：１４，５００千円（５万円×２９０名）

　〇事務費　　　３，４１２千円　　

【国費内訳】
　電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業費補助金
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 110,500千円　
　電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事務費補助金 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,412千円
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

23-24 担当課 社会教育課 補正予算要求額

3,549
国　費

府　費

分野 （分野4）つながりで笑顔を未来につむぐまち その他 720 学童保育使用料等

基本政策 （基本施策2）親子の笑顔の暮らしを応援 起　債

分野 一　財 2,829
基本政策 補正後予算額 73,679

予算 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉総務費

R4 決算 R5 決算見込み R6 当初予算 R6 現計予算

66,781 48,582 70,130 70,130

中事業名 学童保育管理運営事業

⑤　令和６年度６月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

学童保育所定員の拡大と環境整備
（放課後児童健全育成事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

　令和６年度入所希望者が定員より多く、待機を余儀なくされている状況が一部の学
童保育所で発生している。
　学童保育施設の設備不良のため環境整備の必要が生じている。

補正予算で
追加する理由

・令和６年度は新たな受託事業者による運営することが決まっており、まずは前年度
の６学童保育所・定員２２５名に市場第二学童保育所（定員２０名）を加えた２４５
名定員とした仕様で４月から確実に業務を開始することを優先したが、岩滝学童保育
所は指導員の追加確保によって定員増が実現できる見込みが立ったことにより、早期
に対策を講じて、入所希望の多い夏休みから待機児童の減少を図る。

・三河内学童保育所は、空調機器の老朽化により冷却効果が低いうえ、受け入れ児童
の増加に伴い室温が下がらない状態となっていることから、夏季の早い段階で改善す
るため。

本事業の実施により
期待される
効果・成果

・岩滝学童保育所の待機児童の解消
・三河内学童保育所の学童保育実施のための適切な環境の確保

事業内容

【今回補正内容】

１.放課後児童健全育成事業委託料の増額と賄材料費の増額　３，１６０千円
　  岩滝学童保育所の施設内の空き部屋を活用し定員６０名から８０名に拡大

２.三河内学童保育所空調機器更新等　３８９千円
　  保育室の空調機器の更新及び既存機器の移設　　
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

27-28 担当課 農林環境課 補正予算要求額

0
国　費

府　費

分野 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち その他

基本政策 （基本施策1）地域からはじめる地球にやさしい環境づくり 起　債

分野 一　財

基本政策 補正後予算額 70,754

予算 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費

R4 決算 R5 決算見込み R6 当初予算 R6 現計予算

0 0 70,754 70,754

中事業名 よさの住環境改善省エネ家電買換応援事業

⑥　令和６年度６月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

よさの住環境改善省エネ家電買換応援事業費補助金の拡充
（よさの住環境改善省エネ家電買換応援事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

  家庭におけるエネルギー費用負担を軽減するため、省エネ性能の高いエアコン・冷
蔵庫（冷凍庫含む）・テレビ・LED照明器具（以下「省エネ家電」という。）への買い
換えを町内実店舗にて行った町民に対し、購入額に応じた補助を実施することで、エ
ネルギー・食料品等の物価高騰の影響を受けた町民生活の影響を軽減すると共に、買
換え需要を喚起することによる町内経済の活性化を図り、もって地球温暖化対策の推
進を目的に実施する。

補正予算で
追加する理由

　会計年度任用職員の雇用予算分を減額し与謝野住環境改善省エネ家電買換応援事業
費補助金を追加することで、より多くの住民の方に活用いただけるよう補正予算を計
上する。

本事業の実施により
期待される
効果・成果

　より多くの住民の方に事業を利用いただき、温暖化防止対策の推進や町内の経済活
動を活発化させることが期待できる。

事業内容

【事業内容】
１.対象家電等
　①省エネ基準達成率１００％以上の家庭用電気機械器具等のうち次のもの。
　　(1) 冷蔵庫、冷凍庫
　　(2) ＬＥＤ照明器具
　　(3) テレビ
　　(4) エアコン（旧基準（目標年度2010 年）の省エネ基準達成の製品も対象）
　②ＬＥＤ電球
２.補助金額
　①補助対象経費は対象家電本体購入費（税抜）とする。
　　町内に本店のある店舗からの購入
　　➡経費の１／３（百円未満切り捨て）を５万円を上限として補助する。
　　町内に本社本店を有しない町内家電販売店等からの購入
　　➡経費の１／６（百円未満切り捨て）を２万５千円を上限として補助する。
　②商品購入代金額の１／２（百円未満切り捨て）を１万円を上限として補助する。

【今回補正内容】
１.与謝野住環境改善省エネ家電買換応援事業費補助金 ２，９７４千円の増額
　当初予算における２，０００件の利用者に対し、今回の補正予算により６０～８０
件の増を想定している。

２.会計年度任用職員予算 計２，９７４千円 の減額
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

29-30 担当課 農林環境課 補正予算要求額

10,500
国　費

府　費 10,500
京の米生産イノベーショ
ン事業補助金ほか

分野 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち その他

基本政策 （基本施策2）農林業の振興 起　債

分野 一　財 0
基本政策 補正後予算額 15,419

予算 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

R4 決算 R5 決算見込み R6 当初予算 R6 現計予算

12,518 2,936 4,919 4,919

中事業名 農業生産支援事業

⑦　令和６年度６月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

京都府補助金を活用した農業生産者への経営支援
（農業生産支援事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

  農業者の高齢化等が進む中で、担い手の確保・育成並びに農業経営の安定及び効率
化を図ることが求めれている。農業機械導入の補助を実施することで、経営基盤強化
及び農地の保全を図る。

補正予算で
追加する理由

　例年、京都府の要望量調査は当初予算要望後に実施しており、予算額が不明であっ
た。秋の農繫期に機械納品が間に合うよう、今回補正予算に計上する。

本事業の実施により
期待される
効果・成果

　農業用機械の導入を支援することで、農業の効率化、省力化等を推進し農業者の経
営の安定化を図る。

事業内容

農林業振興事業費補助金　補助件数７件　１０，５００千円

　〇京の米生産イノベーション事業　２件、１，１０４千円
　　遠赤外線乾燥機、コンバインオプション食味収量センサーの導入

　〇スマート農林水産業実装チャレンジ事業　２件、５，２４１千円
　　ドローン、食味収量センサーつきコンバインの導入

　〇京の地域特産物応援事業　１件、２０５千円
　　リターンデッチャ（溝堀機）の導入

　〇経営発展支援事業　１件、３，７５０千円
　　トラクターの導入

　〇高温対策支援事業　１件、２００千円
　　井戸の設置
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

29-30 担当課 農林環境課 補正予算要求額

20,000

国　費 20,000
過疎地域持続的発展支援
事業交付金

府　費

分野 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち その他

基本政策 （基本施策2）農林業の振興 起　債

分野 一　財 0
基本政策 補正後予算額 139,754

予算 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費

R4 決算 R5 決算見込み R6 当初予算 R6 現計予算

121,653 119,964 119,754 119,754

中事業名 地域振興事業

⑧　令和６年度６月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

地域運営組織の活動支援
（農地保全推進事業）

財
源

総
合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

　過疎地域等においては、小規模化･高齢化により集落機能が低下し、生活の維持が困
難な集落が増加している。個々の集落では様々な課題の解決が困難なケースもあるこ
とから、より広い範囲で、基幹集落を中心に複数集落で「集落ネットワーク圏」を形
成し、集落を活性化する取組が必要である。

補正予算で
追加する理由

　国の過疎地域持続的発展支援事業（過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業）
の要望調査を経て国事業が採択され、事業主体となる地域運営組織（与謝地域山村活
性化協議会）が早期に事業着手できるよう６月補正で計上するもの。

本事業の実施により
期待される
効果・成果

　地域資源を活かした観光と交流の仕組みをつくることにより、関係人口等の増加が
期待できる。

事業内容

農林業振興事業費補助金　補助件数１件　２０，０００千円

〇過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業

・事業主体
　与謝地域山村活性化協議会
　(有)あっぷるふぁーむ

・取組地域
　与謝地区（旧与謝村）

・事業概要
　地域オリジナルデザインのクレジットカードを活用した観光と交流を活性化させる
仕組みをつくることにより、地域への来訪者獲得を図る。
　併せて、観光客を受け入れるために、農地付近で着替えや宿泊ができる施設が皆無
であることから、簡易宿泊などができる施設を整備する。
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

29-30 担当課 農林環境課 補正予算要求額

4,840
国　費

府　費

分野 （分野1）一人ひとりが個性を生かし安心して働けるまち その他

基本政策 （基本施策2）農林業の振興 起　債

分野 一　財 4,840
基本政策 補正後予算額 58,940

予算 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業施設管理費

R4 決算 R5 決算見込み R6 当初予算 R6 現計予算

47,714 41,510 54,100 54,100

中事業名 有機物供給施設管理運営事業

⑨　令和６年度６月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

有機物供給施設振動フルイ機取替修繕
（有機物供給施設管理運営事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

　有機物供給施設の振動フルイ機のモーターから異音が生じており、業者とともに現
場確認を実施。２４年前の機械を使用し続けているため、いつ停止するか分からない
状況にあるとの指摘を受けた。肥料の安定生産及び安定供給をしていくためには取替
修繕が必要である。

補正予算で
追加する理由

　当初予算編成時には見込めなかった修繕のため

本事業の実施により
期待される
効果・成果

　当町の農業振興施策（環境保全型農業）の中心である自然循環農業の推進には有機
質肥料「京の豆っこ」の安定供給は欠かせないものであるが、現状を放置すれば肥料
の生産にいつ支障が出てもおかしくない状況であり、安定的かつ持続的な豆っこ米に
よる自然循環農業の推進が困難となる。
　修繕を行うことで、肥料の安定供給が可能となり、引き続き自然循環農業の推進を
図ることが可能となる。

事業内容

有機物供給施設振動フルイ機取替修繕　今回補正額　４，８４０千円
　肥料の安定生産及び安定供給のために、振動フルイ機本体及びモーターを一式取替
修繕を実施。

有機物供給施設外観 振動フルイ機
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(単位：千円)

区分 拡充
予算書
ページ

31-32 担当課 建設課 補正予算要求額

4,920
国　費 1,860 社会資本整備総合交付金（耐

震）

府　費 1,530 木造住宅耐震診断事業補助金
等

分野 （分野6）美しくて住みやすい安心安全なまち その他 0
基本政策 （基本施策2）安心・安全に暮らせる地域づくり 起　債 0

分野 一　財 1,530
基本政策 補正後予算額 10,174

予算 款 土木費 項 住宅費 目 住宅耐震事業費

R4 決算 R5 決算見込み R6 当初予算 R6 現計予算

504 260 4,994 5,254

中事業名 住宅等耐震化事業

⑩　令和６年度６月補正予算概要資料

財源名称

概要
（予算事業名）

建築物の耐震診断及び耐震改修を促進する
（住宅等耐震化事業）

財
源総

合
計
画

予算・決算の
状況

背景・経緯

　例年、耐震診断、耐震改修の実績は当初予算の範囲内で執行できていたが、令和６
年１月１日の能登半島地震の発生により、住民の地震に対する危機意識が高まり、拡
充の必要が生じている。

補正予算で
追加する理由

  耐震診断は4月2日時点で当初予算枠の5件に達し1号補正で5件分増枠したがそれ以上
の申込があり実施待ちの状況。耐震改修についても当初予算枠4件のうち2件が既に申
込み済、4件検討中で、今後も住宅等耐震化事業を活用し耐震診断及び住宅改修を実施
したい応募者が増えると予想されるため補正予算で追加するもの。

本事業の実施により
期待される
効果・成果

　耐震診断を行うことにより、現在の住宅の耐震性能を把握し耐震改修工事、簡易改
修工事を行うことにより、町全体の耐震化率の向上が期待できる。

事業内容

　住宅等の耐震化を行う住民に対し支援する。

■今回補正予算
〇委託料　５２０千円　
　①耐震診断士派遣費用の一部を補助…５２千円×１０件（→計２０件）
〇木造住宅耐震改修事業費補助金　４，４００千円
　②耐震改修工事費用の一部を補助…１，８００千円×２件（→計４件）
　③簡易な耐震改修工事費用の一部を補助…４００千円×２件（→計４件）
　　※国庫・府費補助金については要望中（京都府調整済）

■現計予算内容
〇耐震診断調査委託料　５２０千円
　①耐震診断士派遣費用の一部を補助…５２千円×１０件
〇木造住宅耐震改修事業費補助金　４，７００千円
　①耐震改修工事費用の一部を補助…１，８００千円×２件
　②簡易な耐震改修工事費用の一部を補助…４００千円×２件
　③耐震シェルター設置費用の一部を補助…３００千円×１件
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■総務課

■産業観光課

■会計課

■建設課

■企画財政課

■住民税務課

■福祉課

■保健課

■農林環境課

■子育て応援課

■学校教育課

■社会教育課

■議会事務局

■総務課　　CATV担当

■上下水道課

■総務課　　防災危機管理対策室

与謝野町役場　本庁舎

0772-43-9010

0772-43-9012

0772-43-9013

0772-43-9014

0772-43-9015

与謝野町役場　加悦庁舎

0772-43-9020

0772-43-9021

0772-43-9022

0772-43-9023

0772-43-9024

0772-43-9025

0772-43-9026

0772-43-9027

0772-43-9028

与謝野町役場　野田川庁舎

0772-43-9031

0772-43-9011

与謝野町役場　各課連絡先


